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図 85-96. 85, ヤマシロギクカワリメフシ 兵庫県三田市, 吉村撮影; 86, ヤマシロギクカワリメフシ 虫えい内部の幼虫

兵庫県三田市, 吉村撮影; 87, ノコンギクメフクレフシ 奈良市, 冨永撮影; 88, ヤマシロギクハフクレフシ 奈良県

宇陀市, 冨永撮影; 89, コバノガマズミツボミトジフクレフシ 福岡県高良山, 行徳直久撮影; 90, オオミヤマガマ

ズミツボミトジフクレフシ 奈良県上北山村, 冨永撮影; 91, スイカズラメムレコブフシ 和歌山県有田川町, 的場

撮影; 92, ヤマウコギツボミフクレフシ 三重県津市, 冨永撮影; 93, タカノツメミフクレフシ 兵庫県三田市, 吉村

撮影; 94, タカノツメミフクレフシ 産卵中の寄生蜂 兵庫県三田市, 吉村撮影; 95, タカノツメツボミトジフシ 奈良

市, 冨永撮影; 96, シラネセンキュウツボミフクレフシ 奈良県御杖村, 冨永撮影
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A record of Trap-Jaw Ant Odontomachus monticola from Hyogo, Japan

Yusei TAKAISHI
1 ) * and Soshi ARAKI

1 )

要 旨

日本におけるアギトアリ Odontomachus monticolaの分布֖はਲ来，ؗזၻ部ോからോ県本土͘でとされてい

たȃしかしȂ2005年に岡県でが༭࣬（寺山・北出，2005）されてոࣛ，日本ڎ地で生息が確認されている．日本国

ඤにおける本種の生息ેޙを՜するためには，ڎ生息地でのમळな見のಇୟが重要である．兵庫県は，日本産アリ

類図鑑（寺山ほか, 2014）において本種の֊入先としてݷげられているものの，生息地に関するમळな記録はなかった．ຊ

者らは 2021年に兵庫県川西市においてアギトアリを採集し，ံ 2022年にも൳地തで本種を採集したほか，生ಖの生

産も確認した．このことにより，൳地にアギトアリがしているものと̢ࣉられる．͘た，アギトアリの本州における೩أ期の

行൲記録はこれ͘でない．ຊ者（高）は 12月にも൳地でアギトアリを۷ख़したので，せて༭࣬する．

キーワード：アギトアリ，֊入，，೩أ期，兵庫県

ѣьѵџ

アギトアリ௺ Odontomachus は，発ోした大ڤを高速で

̲てڕ物を༛ら̢ることでられるアリのಏ間である．本௺は

日本を܄むアΐアのఈ，ȜΑトρリア，中南ༀ，アέリのఝ，

Տఝ，أఝの֚部に分布する．日本にはアギトアリ

Odontomachus monticola と  ΅  χ ア ギ ト ア リ

Odontomachus kuroiwaeの 2種が生息していることがら

れている（寺山ほか，2014）．このうちアギトアリは，ਲ来口זၻ

部ോを南ࡠとしോ県の本土とോ፻部に生息するとされて

いた．しかし，近年では2005年に岡県でが༭࣬（寺山・

北出，2005）されてոࣛ，大阪府（砂村ほか，2012），岡山県

（伊藤・富田，2012），神奈川県および東ނസ（先ॅほか，

2012），静岡県（山下，2015）など本州ڎ地でもが確認さ

れ，2021年には四国でも高県からめてのが༭࣬され

ている（伊藤・谷地森，2021）．これらは֊入により生息地を広

げたものと̢ࣉられているがその由来については不明である．

兵庫県下におけるアギトアリの分布ેޙについては，日本産ア

リ類図鑑（寺山ほか，2014）において֊入先としてݷげられて

いるものの，これ͘で兵庫県下におけるમळな生息地の記録は

なかった．2021年 11月 10日にຊ者（高）は，兵庫県からア

ギトアリをංたので，本種の生息ેޙについて༭࣬する．

͘た，ਲ来の生息地が南方であるアギトアリの೩أに対する

؊൞についてはྙޟがたれて̧た．これ͘で，本州ڎ地にお

いてが確認されていることから֚の೩أఛ性をခするこ

とがଔख़される．しかしながら，これ͘でൃܬにおける本種の行

൲に関する記録はない．今回，ຊ者（高）は 12 月にもアギト

アリをංたのでこのশの۷ख़႕もせて༭࣬する．
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ຊ者（高）は 2022年 11月 10日に，兵庫県川西市ࡻが

శ（つ͙̿がた̧）ˏಢ࿒の·Τギなどの広ဩ樹からなるॠ木ႅ

で，アギトアリを採集した．൳ਫ਼は兵庫県と大阪府の県ޏに近

い地തで，ًݲにアギトアリのが༭࣬されている大阪府箕

面市(砂村ほか，2012)から直線距離で約ˑkm ഽの地തで

ある（図ˍ）．採集地തの周辺ではਯ地の中にॠ木ႅや園芸

用の樹木がऩされる畑などがΩΛΙેに広がっている．

ຊ者らは 2022年 11月 10日ոࣛ，ໝତ回൳地ത及びそ

の周辺でݤ木やഢをめ̩りあげての見つけ採りを行った．アギ

トアリが発見で̧たાࣣは，周辺で巣ࠪの探索も行った．コυΣ

Ȝ体を採集することもদ͙たが，発見で̧たアギトアリの巣ࠪ

はいずれもळಿ̩地中にびていたため，コυΣȜ体をංる

ことはで̧なかった．͘た，ఉତのχȜȜとވに巣ࠪが見つか

り明らかに営巣しているાࣣのఈに，1ȡ10 個体のχȜȜが

集ࣣしているもののັ近に巣ࠪが発見で̧ないこともఉかった．

さらに，χȜȜの集౬が発見で̧巣ࠪも確認で̧たાࣣでも

巣の地上ັ近に੫ؐやဘಖ，၅が見られることはほとͭどな̩，

2022 年 4 月に֚႕の͙ഢ直下にဘಖ及び၅をつ集౬

が۷ख़された．۷ख़で̧たてのアギトアリは，ถճ̩ఉなႅ

のഢおよびݤ木下からංられており，ॠ木ႅ間のٳけた۪

からは発見で̧なかった．中には周辺の土からକがஅ͙出すޏ

ような۪ޏに営巣しているコυΣȜも見られており，本種は

いにତຐࡽ，むことがଔ௶された．さらにࢡをޏ۪ m ո上離れ

た 4 地തからංられたそれ̸れˎȡː個体のχȜȜを൳֚の

ယܕに入れたとこͧ，敵対؊は۷ख़されずその͘͘࿚ఴな̩

ব֗で̧た．このため，ઁな̩ともこの地֖のアギトアリはコυΣ

Ȝ間で敵対性をたない，あるいはΑȜΩȜコυΣȜを଼ࠁし

ている可能性がある．

3/ ฃܽ࠼џохѿҔҠҺҔӜѢࠑੳᆯ

ஜのとおり，本種のਲ来の生息地はോ県ո南であり，

南方ࠏの種とされて̧た．そのため，本種の೩أに対するఛ性

についてはྙޟがたれるとこͧである．これ͘での本州ڎ地

でのの༭࣬から，本種にはあるഽの೩أఛ性をခする

ことが示唆されている．しかし，これ͘で೩أ期における本種の

生ఠに関する༭࣬は，見൚たらない．そこで，2021 年から

2022 年にかけての 4 回の۷ख़でडもأܨの೩かった 2021

年 12 月 18 日の۷ख़႕を示す．この日のアギトアリ発見শの

ഽは，ĴɎであっأ及びアギトアリが発見されたഢ下のأܨ

た．しかしながら，発見した個体はڰ൲能力をっておらず，ঁ

ࠣをဓ̢ると༜̧回った．֚方で，أܨが ĳıɎを上回った

2022年 4月や 10月の採集ではഢ直下にコυΣȜをఉତ

発見で̧たのに対して，أܨが ĴɎであった 2021 年 12 月

22 日にはコυΣȜは発見で̧ず，ౙඊの᥄ফ，あるいは੫

ؐを͘܄ない̮̩ઁତの集౬の͙が発見された．このことから

には，分に଼したコυΣȜの個体は地中でً̮すもܬൃ

のと̢ࣉられる．

4/ တঃॡ݀џохѿҔҠҺҔӜѢชටް

2021 年 11 月 10 日にडにアギトアリのంहを確認して

から，を確認するため，2021年 12月から 2022年 10月

にわたって൳地ത周辺においてアギトアリを探索した．

の確認には，ൃקと้のခྫが重要なঐດとなる(砂

村ほか，2012)．今回の査では，年を͘たいで探索したて

の日にアギトアリがංられたため，൚地でのアギトアリのൃקが

確認された．͘た，ࠫँ行を行って営巣をٳ始したとএわれ

るౙඊ᥄ফがໝତංられたほか，2022 年˔月 30 日にはခ

᥄生ಖがˍ個体ංられた．さらに，2021 年 12 月 18 日に採

集したౙඊ᥄ফをব֗したとこͧ産၅が確認され，そのうちˎ

個体は᪈͘で଼ಿした．これらはֵ͘اでにঘཌしたが，᪈の

۷ख़によりઁな̩ともˍ個体はχȜȜであったことが確認で̧

ている．さらに，2022 年 10 月 15 日に採集したခ᥄ফの၅か

らはχȜȜがֵاした．これによりȂ൚地において生産された

૧੫ؐはχȜȜを生産で̧ることが確認された．これらのこと

から，൚地においてアギトアリはࠑഎに生ಖを生産し，生産

された生ಖは正ુに้を行っていると̢ࣉられる．ൃק及

び้が行われていることから，൚地においてアギトアリは

していると͙なしてよい̺ͧう．

5/ တঃॡџохѿҔҠҺҔӜѢᄡᅖ

ஜのり，今回の兵庫県川西市における採集地തは，こ

れ͘でにられている大阪府箕面市の産地（砂村ほか，2012）

から直線距離にして約ˑkm の地തに位置する（図ˍ）．そのため，

川西市のアギトアリはܡంの産地である箕面市の個体群の拡

大に由来する可能性が̢ࣉられた．そこでȂ大阪と兵庫のアギ

トアリの間で敵対性দࡑを行った．

敵対性দࡑのアリȜには，ೲ面の直ࠂ 64 mm，૬さ 40 

mm のίρΑΙΛ·ୋΛίを用い，ೲ面には௷ાとしてࠁ

のらせたリȜΡβȜΩȜをົいた．༃面には，個体のをཡ

̪ためのΗσ·をഭった．このアリȜに産地の։なるχȜȜを

ˍ個体ずつൎ入して10分間録ْし，この間のˎ個体の行൲をତ

اした．ྫ関をˌത，アンΞΥȜΏοンをˍത，൪行൲をˎ

ത，大ڤによるࠢࢲをˏത，ඉૻのঀ用・ࠑഎなࠢࢲをːതと

し，۷ख़されたडも高いΑコアをそのβアの敵対性Αコアとした．

͘た，Αコアがˏո上のાࣣに敵対性がంहしたと͙なした．Υ

΄ΞͻήコントυȜσとして൳֚産地のアギトアリのχȜȜ，ε

ΐΞͻήコントυȜσとしてトΊΧリアリ Diacamma sp.のχ

ȜȜを用いた．産地（川西市，箕面市）のழ͙ࣣわせ̮とに出

コυΣȜの։なるχȜȜを用いて，ˏ回ずつ߫り༐し۷ख़を

行った．コυΣȜ̮とにໜ部โに։なるのメσഭၳ（ڼ

ٛ২Ηημ，静岡）でໜ部โにດেし，個体をে༆したȃ

そのࠫض，川西市産どうし，箕面市産どうし，箕面市産と川

西市産のてのழ͙ࣣわせにおける۷ख़において，敵対性Α

コアが 1 തであった．֚方，トΊΧリアリとのழ͙ࣣわせで

は，敵対性Αコアはː͘たは 3 തとなった．これらのࠫضから，箕
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トアリの間で敵対性দࡑを行った．

敵対性দࡑのアリȜには，ೲ面の直ࠂ 64 mm，૬さ 40 

mm のίρΑΙΛ·ୋΛίを用い，ೲ面には௷ાとしてࠁ

のらせたリȜΡβȜΩȜをົいた．༃面には，個体のをཡ

̪ためのΗσ·をഭった．このアリȜに産地の։なるχȜȜを

ˍ個体ずつൎ入して10分間録ْし，この間のˎ個体の行൲をତ

اした．ྫ関をˌത，アンΞΥȜΏοンをˍത，൪行൲をˎ

ത，大ڤによるࠢࢲをˏത，ඉૻのঀ用・ࠑഎなࠢࢲをːതと

し，۷ख़されたडも高いΑコアをそのβアの敵対性Αコアとした．

͘た，Αコアがˏո上のાࣣに敵対性がంहしたと͙なした．Υ

΄ΞͻήコントυȜσとして൳֚産地のアギトアリのχȜȜ，ε

ΐΞͻήコントυȜσとしてトΊΧリアリ Diacamma sp.のχ

ȜȜを用いた．産地（川西市，箕面市）のழ͙ࣣわせ̮とに出

コυΣȜの։なるχȜȜを用いて，ˏ回ずつ߫り༐し۷ख़を

行った．コυΣȜ̮とにໜ部โに։なるのメσഭၳ（ڼ

ٛ২Ηημ，静岡）でໜ部โにດেし，個体をে༆したȃ

そのࠫض，川西市産どうし，箕面市産どうし，箕面市産と川

西市産のてのழ͙ࣣわせにおける۷ख़において，敵対性Α

コアが 1 തであった．֚方，トΊΧリアリとのழ͙ࣣわせで

は，敵対性Αコアはː͘たは 3 തとなった．これらのࠫضから，箕

৹౹ ണ̢ထॢ݁ѠпцҀҕҡһҕӝѣࡌᇪ

面市と川西市のアギトアリの間には敵対性がないことが示唆さ

れた．そのため，川西市のアギトアリの由来について，箕面市の

個体群の拡大によるものであるという仮説は棄却されなかった．

そこで，両産地の中間に位置する五月山においても本種の

探索を行ったが，今回の探索では北側斜面，南側斜面のどちら

においても，アギトアリは発見されなかった．兵庫県川西市の産

地周辺には園芸用樹木の畑が広がっており，それらの苗や用

土などの物資に紛れてアギトアリが侵入した可能性もある．い

ずれにせよ，兵庫県への本種の侵入経路は不明である．本種

の近年の急速な分布拡大の原因の解明に期待したい．

నϧ アギトアリの兵庫県における産地及び大阪府における産地と五月山のおよその位置関係．

アギトアリの両産地間は直線距離にして約 5kmほどであり南西から北東方向に五月山が

横たわっている.
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